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大 斎 節 

 

 

新 生 の 恵 み へ 
神と和解させていただきなさい。（コリントの信徒への手紙Ⅱ5:20） 

 
執事 リチャード 池澤 隆輝 

「それ〔新生〕は、魂が『キ
リスト・イエスにおいて新たに
造られ（Ⅱコリント 5:17）』る時
に、また魂が『義と神の聖にお
いて神の像にかたどって新たに
される（エフェソ 4:24）』時に、
また世に対する愛が神に対する
愛に変えられる時に、神の全能
の霊によって魂全体の中に造ら
れる変化である。その時に、 
傲慢は謙遜に、激情は柔和に、
憎しみや妬みや悪意は真実な・
優しい・全人類に対する私心を
離れた愛に変わるのである。」 
（J・ウェスレー説教『新生』） 
新たに生まれるとは、私たち

全体の量的な変化ではなく、質
的な変化を、しかも激的な変化
を意味しています。それはまっ
たく神からの一方的な恵みとは
いいながら、私たちがそれを求
め、意思しない限り、おとずれる
望みは抱けそうにありません。 
 
新生の実り 
新生は、それを望む志願者が

復活日に受ける洗礼から始ま
る、祈りと献身の日々です。先
日、司祭によって当教会に洗礼
志願者が与えられるよう祈りが
ささげられました。この祈りが
神に聴かれ、まさにあの洗礼台
で聖なる洗いを受ける人が誕生
したとき、それはこの昇天教会が
新生の歩みを確かなものとしつ
つある”しるし”となるのでは
ないでしょうか。 
その刻のために、互いに祈りあ

い、交わりを深め、学びと献身に
向けて力強く歩みを続けてまい
りましょう。 

 

  
先日、京都教区の執事按手式に参

列しました。奈良基督教会です。興
福寺の境内地に建てられた尊貴な
礼拝堂は、仏教寺院の本堂のような
佇まいで、古都奈良の景観に融けこ
んでいます。 
受按者はセシリア大岡佐代子師。

京都教区司祭クレメント大岡創師
（現役）の牧師夫人です。私にとり、
ウイリアムス神学館時代に机を並べ、
寝食を共にした神学生の一人です。 
とはいえ彼女は、当時和歌山聖救

主教会の牧師だった夫を扶けて、教
会関連のナザレ幼稚園に勤務しな
がら、木金土という週末を利用して
聴講の単位を取得すること５年、や
っとのことで神学校を卒業し、この
たび叙任の恵みとなりました。 
その初めから夫婦で聖職志願さ

れた古本夫妻（京都教区）に続く、
関西地区では二組目の聖職夫婦です。
日本聖公会の新しい風を感じるよ
うな出来事でした。 
 
和解の任務 

 この式の間、また私自身執事に按
手される日にも心に留まり続けた
言葉が、式文のなかにあります。主
教が志願者に試問するところです。
―『あなたは、キリストの和解の愛
が知られ受け入れられるように、常
に神のみ言葉を告げ、聖奠の執行に
際し、主教と司祭を助けることを努
めますか』／答『神の恵みによって
努めます』（祈祷書 475、476 頁）― 
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、と受動態が使
われています。 
そこに、異邦と異教の民に福音

を宣べ伝えることの困難が織り込
まれているように感じられたの
は、私が（そして大岡執事も）キ
リスト教信仰を前提としない教育
現場に派遣されているチャプレン
であるからでしょうか。 
冒頭に挙げた聖句でもまた、受

け身のかたちが使われています。
しかしこの受け身は、和解のわざ
が、人に対してであれ、神に対し
てであれ、神によって導かれ、神
によって受けることのできる、神
の側からの一方的な恵みであるこ
とを表しています。 
和解の任務は、事実、神のわざ

であり、私たちはそれを虚心坦懐
に受け取り、宣べ伝えることがで
きるのみです。 
 
新たに生まれる 

 大斎節は、私たちの日々の信仰
生活の総決算（＝贖い）の期間で
あると言えるでしょう。あるいは
私たちの信仰生活（信仰習慣と言
ったほうがいいかもしれません）
がどのような状態にあるのかを、
総点検するのにふさわしい時です。
今までの古い習慣を捨て、神と和
解せられ、新たに生まれ変わって、
神のみ前に生きるために、何を”
そぎ落とす”べきなのでしょうか。 

 

 
     

 


